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９
月
９
月
2121
日
㈰
、
前
日
の
豪
雨
か
ら
一
転
、
す
っ

日
㈰
、
前
日
の
豪
雨
か
ら
一
転
、
す
っ

き
り
と
し
た
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
な
か
、「
食
の

き
り
と
し
た
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
な
か
、「
食
の

祭
典
祭
典  

び
ら
と
り
和
牛
・
ト
マ
ト
ま
つ
り
」
が
開

び
ら
と
り
和
牛
・
ト
マ
ト
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場

　
今
年
も
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場

し
、「
び
ら
と
り
和
牛
」
を
は
じ
め
と
す
る
平
取

し
、「
び
ら
と
り
和
牛
」
を
は
じ
め
と
す
る
平
取

の
食
を
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

の
食
を
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
Ｚ
Ｏ
ｎ
ｅ

　
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
Ｚ
Ｏ
ｎ
ｅ  

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｉ  

氏
が
氏
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

ソ
ー
ラ
ン
の
演
舞
、
陸
上
自
衛
隊
第
７
特
科
連

ソ
ー
ラ
ン
の
演
舞
、
陸
上
自
衛
隊
第
７
特
科
連

隊
第
４
特
科
大
隊
の
格
闘
術
、
ア
イ
ヌ
民
族
の

隊
第
４
特
科
大
隊
の
格
闘
術
、
ア
イ
ヌ
民
族
の

伝
統
歌
を
う
た
う
ユ
ニ
ッ
ト
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｓ
に
よ

伝
統
歌
を
う
た
う
ユ
ニ
ッ
ト
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｓ
に
よ

る
踊
り
歌
、
午
後
に
は
平
取
中
学
校
吹
奏
楽
部

る
踊
り
歌
、
午
後
に
は
平
取
中
学
校
吹
奏
楽
部

と
陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団
第
７
音
楽
隊
に
よ
る

と
陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団
第
７
音
楽
隊
に
よ
る

コ
ラ
ボ
演
奏
な
ど
、

コ
ラ
ボ
演
奏
な
ど
、
終
始
会
場
に
彩
り
が
添
え

終
始
会
場
に
彩
り
が
添
え

ら
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た

ら
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。。

２
０
２
５

２
０
２
５    

食
の
祭
典

食
の
祭
典

び
ら
と
り
和
牛
・
ト
マ
ト
ま
つ
り

び
ら
と
り
和
牛
・
ト
マ
ト
ま
つ
り
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ご長寿をお祝い申し上げますご長寿をお祝い申し上げます
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男 女 計

100 歳以上 1 12 13

95 ～99 歳 9 33 42

90 ～94 歳 42 70 112

計 52 115 167

令 和７年９月15 日現在で平取町在住の
90 歳以上の人数は表のとおりです。

9797
歳歳

昭和 3 年生昭和 3 年生

  

冨
士
元

和
子

本
　
町

  

藤
田

ハ
ツ
子

紫
雲
古
津

  

本
間

義
雄

貫
気
別

  

廣
瀨

和
代

旭

  

三
浦

ナ
ヨ
子

振
内
町

  

三
神

き
み
子

本
　
町

9696
歳歳

昭和３・４年生昭和３・４年生

  

渡
邊

正
子

振
内
町

  

福
原

ミ
ヨ

川
　
向

  

小
出

悌
子

本
　
町

  

佐
藤

佐
喜
子

本
　
町

  

窪
田

綾
子

去
　
場

  

山
田

キ
ヨ
子

本
　
町

  

渡
邊

ミ
ツ
ヱ

本
　
町

  

互
野

一
男

貫
気
別

  

佐
藤

テ
イ
子

本
　
町

  

田
中

て
る

長
知
内

  

木
村

惠
以
子

本
　
町

  

川
上

瑞
子

振
内
町

  

杉
森

ア
イ
子

本
　
町

9595
歳歳

昭和４・５年生昭和４・５年生

  

田
中

幸
子

本
　
町

  

谷

喜
八

紫
雲
古
津

  

伊
藤

俊
子

本
　
町

  

平
村

秀
子

本
　
町

  

廣
中

幸
雄

荷
　
負

  

村
上

ツ
ヤ
子

振
内
町

  

表
谷

惠
子

振
内
町

  

佐
藤

幸
子

本
　
町

  

下
村

八
重
子

荷
　
菜

  

吉
野

チ
カ

本
　
町

  

中
山

英
二

小
　
平

  

津
川

美
和
子

紫
雲
古
津

  

阿
部

な
つ
子

本
　
町

  

丸
家

保
夫

幌
毛
志

  

鈴
木

交
平

幌
毛
志

103103
歳歳

大正 11 年生大正 11 年生

村
上
村
上

ヤ
ス
ヱ

ヤ
ス
ヱ

旭旭

松
原
松
原

喜
美
喜
美

岩
知
志

岩
知
志

山
崎
山
崎

弘
子
弘
子

荷
　
菜

荷
　
菜

102102
歳歳

大正 11・12 年大正 11・12 年生生

中
村
中
村

き
よ
の

き
よ
の

幌
毛
志

幌
毛
志

落
合
落
合

あ
さ
ゑ

あ
さ
ゑ

去
　
場

去
　
場

松
原
松
原

ハ
ル
ノ

ハ
ル
ノ

二
風
谷

二
風
谷

101101
歳歳

大正 13 年生大正 13 年生

貝
澤
貝
澤

さ
よ
さ
よ

二
風
谷

二
風
谷  

櫛
田
櫛
田

み
よ
の

み
よ
の

貫
気
別

貫
気
別

山
田
山
田

哲
雄
哲
雄

本
　
町

本
　
町

100100
歳歳

大正 13・14 年生大正 13・14 年生

髙
野
髙
野

ち
ゑ
の

ち
ゑ
の

紫
雲
古
津

紫
雲
古
津

田
中
田
中

榮榮

振
内
町

振
内
町

沼
田
沼
田

奈
美
子

奈
美
子

振
内
町

振
内
町

髙
橋
髙
橋

利
子
利
子

本
　
町

本
　
町

9898
歳歳

昭和２年生昭和２年生

南南

さ
だ
子

さ
だ
子

振
内
町

振
内
町

作
田
作
田

シ
ズ
エ

シ
ズ
エ

荷
　
菜

荷
　
菜

藤
澤
藤
澤

ト
ヨ
ト
ヨ

本
　
町

本
　
町

井
内
井
内

清
夫
清
夫

本
　
町

本
　
町

表
谷
表
谷

美
智
子

美
智
子

本
　
町

本
　
町

香
川
香
川

潮潮

本
　
町

本
　
町

髙
橋
髙
橋

キ
ミ
キ
ミ

本
　
町

本
　
町

令和７年９月15 日（敬老の日）現在、平取町に住む95 歳以上のご長寿の方を
ご紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬省略・生年月日順）

　 舞 台 の 上、た だ 一 人、言 葉 と し ぐ さ だ け で 表 現 す る、
一 見 同 じ よ う に 見 え ま す が、全 く 異 な る お 二 人 の 話 芸
に、観 客 一 同、終 始 魅 了 さ れ 続 け ま し た。観 客 側 の 想 像
を か き た て る 豊 か な 表 現、奥 深 い 笑 い の 味、あ っ と い
う 間 に 時 間 は 過 ぎ て い き ま し た。最 後 は、お 二 人 揃 っ
て 壇 上 で 特 別 ト ー ク も あ り 、ま さ に 平 取 だ け の ス ペ
シャルな二人会となりました。
　 ア ン ケ ー ト で は、「 演 者 と の 距 離 が 近 く、非 常 に 楽 し
い 時 間 を 過 ご せ ま し た。貴 重 な 公 演 を 実 現 し て く だ さ
り、本 当 に 感 謝 し か あ り ま せ ん 」、「 山 田 雅 人 さ ん の 芸
も 生 の 落 語 も 初 め て 見 さ せ て 頂 い て、本 当 に 感 動 し ま
し た 」、「 自 分 を 忘 れ て、お お い に 笑 わ せ て い た だ き ま
し た 」な ど の 声 が あ り 、参 加 者 は と て も 満 足 さ れ て い
ました。
　 締 め く く り は、三 本 締 め を 行 い、あ た た か な 雰 囲 気
の中、二人会の幕を閉じました。

　 ９ 月 20 日 ㈯ に 中 央 公 民 館 で 、立 川 志 の 輔 さ ん の 「 落 語 」と 山 田 雅 人 さ ん の「 か た り 」を 楽 し
む二人会（主催 平取町教育委員会、企画制作 株式会社NEPKI）を開催しました。

令和 7 年度町民芸術劇場令和 7 年度町民芸術劇場

立川志の輔・山田雅人 二人会立川志の輔・山田雅人 二人会
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教
育
委
員
会
で
は
、
地
元
の
生
徒

を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
３
日
に
は
中
学
校
３
年
生
を

対
象
に
「
み
ら
い
を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
」開
催
し
、平
取
高
校
３
年
生
２

名
に
よ
る
「
中
学
校
時
代
・
高
校
生

活
・
そ
し
て
将
来
の
夢
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
ス
ピ
ー
チ
と
、
進
路
に
関
わ

る
質
問
や
疑
問
に
対
し
て
、
高
校
生

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
回
答
、
教
育

委
員
会
か
ら
は
平
取
高
校
の
魅
力
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
後
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
、「
平
取
高
校
に
好
印
象

を
も
っ
た
」と
の
回
答
が
多
く
あ
り
、

今
後
も
多
く
の
地
元
生
徒
が
入
学
し

て
く
れ
る
よ
う
魅
力
化
を
図
り
、
伝

え
て
い
き
ま
す
。

平
取
高
校
の
魅
力
化

　

現
在
、
日
高
町
と
学
校
部
活
動
に

代
わ
る
ス
ポ
ー
ク
ラ
ブ
創
設
に
向

け
て
、
規
約
や
予
算
等
を
検
討
し
て

い
る
段
階
で
す
が
、
組
織
創
設
に
関

わ
っ
て
予
算
化
す
る
必
要
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

部
活
動
の
地
域
移
行

　

振
内
中
学
校
に
関
わ
っ
て
は
、
２

年
間
に
わ
た
り
、
保
育
所
・
小
学
校
・

中
学
校
の
保
護
者
、地
域
住
民
と
、こ

れ
か
ら
の
振
内
中
学
校
に
つ
い
て
協

議
し
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
、
保
育
所
・
小
中
学
校

合
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
を
開
催
し
、
保

護
者
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
、
長

知
内
・
振
内
町
・
岩
知
志
・
豊
糠
４

地
区
の
自
治
会
長
と
も
協
議
し
ま
し

た
。
協
議
の
内
容
と
教
育
委
員
会
の

方
向
性
を
保
護
者
・
地
域
住
民
を
対

象
に
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
最

終
的
な
結
論
を
協
議
し
ま
す
。

今
後
の
振
内
中
学
校

　

し
か
し
、「
授
業
に
集
中
で
き
な

い
」「
勉
強
に
つ
い
て
い
け
な
い
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

い
か
な
い
」
な
ど
の
児
童
生
徒
は
多

く
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
原
因
は
、
複

雑
多
様
化
し
、
個
々
の
原
因
や
支
援

方
法
が
異
な
る
た
め
、
学
校
は
よ
り

一
層
、
心
理
的
な
知
識
を
持
っ
た
専

門
家
や
関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
に

当
た
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、

平
取
養
護
学
校
な
ど
と
の
連
携
し
、

児
童
生
徒
を
支
援
し
て
い
き
ま
す

　

全
国
的
に
急
増
し
て
い
る
不
登
校

児
童
生
徒
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度

の
全
国
の
不
登
校
児
童
生
徒
は
35
万

人
で
、
前
年
度
比
較
５
万
人
増
、
北

海
道
に
お
い
て
も
１
万
５
千
人
を
超

え
急
増
し
て
い
ま
す
。
平
取
町
の
現

時
点
の
状
況
は
、
小
学
校
で
は
い
ま

せ
ん
が
、
中
学
校
で
は
数
名
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

不
登
校
児
童
生
徒

　
「
い
や
な
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ

る
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、「
あ
る
」

と
し
た
回
答
は
53
件
で
あ
り
ま
し

た
。 

内
訳
と
し
て
は
、
小
学
校
が
49

件
で
、
中
学
校
は
４
件
で
す
。「
い
や

な
思
い
を
し
た
こ
と
」
の
内
容
と
し

て
は
、「
冷
や
か
し
・
か
ら
か
い
」、

「
仲
間
は
ず
れ
・
無
視
」、「
ぶ
つ
・
た

た
く
」、「
い
た
ず
ら
」
な
ど
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
回
答
を
し
た
児
童
生

徒
に
対
し
て
、早
急
に
、担
任
や
養
護

教
諭
な
ど
が
、
直
接
的
な
聞
き
取
り

等
を
行
い
、
状
況
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、解
決
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
日
頃
の
生
活
で
、
子
ど
も

が
発
信
す
る
い
じ
め
の
サ
イ
ン
に
気

づ
け
る
よ
う
、
①
教
職
員
の
日
常
的

な
交
流
と
共
有
、
②
生
徒
指
導
・
理

解
に
関
わ
る
職
員
研
修
の
実
施
、
③

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
の
連

携
、
④
子
ど
も
や
保
護
者
と
の
信
頼

関
係
の
構
築
な
ど
、
⑤
学
校
・
教
育

委
員
会
と
の
組
織
的
な
対
応
な
ど
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
に
関
す
る
児
童
生
徒

へ
の
実
態
把
握
調
査
結
果
は
、
町
内

小
中
学
校
児
童
生
徒
３
０
５
名
の
回

答
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
問
題
に
関
す
る
児
童
生
徒
の

実
態
把
握
調
査
結
果

　

７
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
に
町
内

小
中
学
校
で
は
終
業
式
が
行
わ
れ
、

夏
季
休
業
に
入
り
ま
し
た
。
夏
季
休

業
中
に
は
子
ど
も
達
に
大
き
な
事
故

も
な
く
、
８
月
22
日
ま
で
に
各
学
校

で
２
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、猛
暑
対
策
と
し
て
、７

月
17
日
ま
で
に
、
全
小
中
学
校
普
通

教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
し
ま
し
た
。

　

学
校
を
視
察
し
教
室
内
の
様
子
や

教
師
か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、「
涼
し
い
教
室
で
授
業
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
集
中
力
も
継
続
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
子
ど
も
達
が
多

い
」、
ま
た
養
護
教
諭
か
ら
は
、「
設

置
前
は
、
暑
さ
で
体
調
不
良
で
保
健

室
で
休
憩
す
る
児
童
生
徒
も
多
か
っ

た
が
、ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
」な

ど
、改
善
が
図
ら
れ
た
状
況
で
し
た
。

　

今
後
も
、
状
況
に
応
じ
た
暑
さ
対

策
を
講
じ
、
安
心
・
安
全
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
教
育
環
境
を
維
持
し
て

い
く
よ
う
各
校
と
協
力
し
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

町
内
小
中
学
校
の
状
況

教
育
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告
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被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
土
木
被

害
で
河
川
は
、
貫
気
別
パ
ン
ケ
オ
タ

ス
イ
川
の
土
砂
に
よ
り
塞
が
る
な
ど

11
ヶ
所
。
道
路
で
は
本
町
地
区
、
貫

気
別
地
区
で
路
肩
・
法
面
の
崩
壊
、

流
出
な
ど
20
路
線
30
ヶ
所
。
橋
梁
は

紫
雲
古
津
川
向
大
橋
ほ
か
４
本
で
、

橋
台
の
基
礎
、
盛
り
土
に
洗
堀
等
が

発
生
し
ま
し
た
。
土
木
被
害
金
額
は

５
千
１
１
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

林
業
被
害
は
、
川
向
地
区
、
小
平

地
区
の
林
道
等
で
５
ヶ
所
、
路
肩
・

護
岸
崩
壊
な
ど
の
被
害
が
出
て
い

ま
す
。
被
害
金
額
は
６
１
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
停
電
が
川
向
、
小
平
、
岩

知
志
の
３
地
区
60
戸
で
長
時
間
の
停

電
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

全
体
で
の
被
害
金
額
は
合
計
で

５
千
７
２
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、現
在
も
調
査
中
で
す
。

　

９
月
１
日
の
天
気
概
況
は
、
前
線

を
伴
っ
た
低
気
圧
が
北
海
道
を
通
過

し
、
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
流
入
し

た
こ
と
で
大
気
の
状
態
が
非
常
に
不

安
定
と
な
り
、
非
常
に
激
し
い
雨
が

降
り
ま
し
た
。
平
取
町
は
大
雨
・
洪

水
と
も
に
注
意
報
の
発
表
に
留
ま
り

ま
し
た
が
、
１
時
間
降
水
量
が
48
ミ

リ
を
観
測
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
９
月
１
日
大
雨
に
伴
う

 

被
害
状
況
等
に
つ
い
て

　

農
協
に
よ
る
共
選
は
、
昨
年
よ
り

３
日
遅
く
、
５
月
４
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
出
荷
時
期
か
ら
６
月
中
旬

ま
で
は
、
昨
年
よ
り
冷
涼
な
気
候
で

し
た
が
、
中
旬
以
降
一
気
に
気
温
が

上
昇
し
高
温
と
な
り
、花
落
ち
、軟
果

な
ど
の
生
理
障
害
の
発
生
や
カ
ビ
病

が
散
見
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
ト
マ
ト
生
産
戸

数
、
生
産
面
積
が
減
少
し
て
い
ま
す

が
、生
産
者
の
ご
努
力
に
よ
り
、本
年

の
当
初
計
画
比
を
上
回
る
状
況
で
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
３
日
現
在
の
出
荷
状
況
は
、

数
量
が
８
千
２
３
５
ト
ン
、
金
額
は

31
億
２
千
７
百
万
円
、
単
価
は
７
月

以
降
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
、
昨
年

を
大
き
く
上
回
る
状
況
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
坪
当
た
り
の
収
量
お
よ
び

金
額
も
昨
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、ト
マ
ト
の
生
産
は
、今
年
も

11
月
ま
で
出
荷
が
予
想
さ
れ
、
昨
年

以
上
の
良
い
成
績
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
の
出
荷
状
況
は
、
今
年
も

３
月
定
植
の
加
温
促
成
か
ら
始
ま

り
、半
促
成
、夏
秋
ど
り
の
作
型
を
基

本
と
し
、
新
た
に
黄
変
果
対
策
に
も

対
応
し
た
２
品
種
の
桃
太
郎
ト
マ
ト

の
作
付
け
を
加
え
た
生
産
・
出
荷
を

し
て
い
ま
す
。

　

作
付
面
積
は
、全
体
で
６
．６
ヘ
ク

タ
ー
ル
減
少
と
な
り
、合
計
４
２
７
．

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。近
年
、主
食
用
米
の
需
要

の
動
向
が
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
た
め

生
産
調
整
が
進
ん
だ
こ
と
、
さ
ら
に

農
業
生
産
費
の
高
騰
、
水
田
活
用
の

支
払
交
付
金
制
度
の
見
直
し
、
畑
地

化
と
い
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
に

あ
げ
ら
れ
ま
す

　

９
月
４
日
に
平
取
町
農
業
協
議
会

主
催
に
よ
る
町
内
の
農
作
物
の
圃
場

を
巡
回
し
、
生
育
状
況
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

主
要
作
物
で
あ
る
水
稲
の
生
育

状
況
は
、
４
月
の
播
種
期
・
育
苗
期

は
低
温
・
日
照
不
足
が
続
き
出
芽
が

遅
れ
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
５
月
以

降
は
高
温
・
多
照
と
な
り
、
苗
の
生

育
は
回
復
し
、
移
植
後
、
特
に
６
月
、

７
月
と
過
去
最
高
の
気
温
の
上
昇
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
生
育
が

進
み
、
幼
穂
形
成
期
・
出
穂
期
に
か

け
て
は
、生
産
者
の
ご
努
力
に
よ
り
、

水
の
適
正
管
理
や
防
除
等
で
、
生
育

は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。
登
熟
期

は
、
高
温
・
多
照
の
な
か
、
未
熟
や
カ

メ
ム
シ
な
ど
に
よ
る
病
害
虫
の
影
響

も
少
な
く
、
登
熟
進
度
は
順
調
に
進

み
、
成
熟
期
は
平
年
よ
り
10
日
早
ま

り
、
す
で
に
町
内
各
地
域
で
は
収
穫

作
業
が
最
盛
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
付
状
況
は
、「
な
な
つ
ぼ
し
」
が

前
年
よ
り
21
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加

し
２
５
５
へ
ク
タ
ー
ル
、「
ゆ
め
ぴ
り

か
」
は
１
４
９
．
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、

前
年
よ
り
大
き
く
27
．
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
減
少
し
て
い
ま
す
。

農
作
物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

行行  

政政  

報報  

告告

　

9
月
18
日
㈭
に
第
８
回
町
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
報
告
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

««まちの政策まちの政策 »»　町議会行政報告　町議会行政報告
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　 株 式 会 社 磯 田 組（ 代 表 取 締 役  磯 田  洋 一  
氏 ）よ り、「 二 風 谷 コ タ ンDAY」に お け る
交 通 誘 導 業 務、二 風 谷 コ タ ン 内 の 支 障 木
の処理作業をしていただきました。

◆ 地域貢献活動に感謝します ◆ 地域貢献活動に感謝します ◆◆

９/ 26　平取町林業振興対策協議会 安全研修会９/ 26　平取町林業振興対策協議会 安全研修会

　 び ら と り ふ れ あ い 子 ど も 食 堂（ 代 表 三 塚 み よ
子 氏 ）が ９ 月13 日 ㈯ に 小 平 地 区 で 開 催 さ れ、子 ど
も 達 や 父 母 ら 約50 名 が 参 加 し、「 流 し そ う め ん 」を
楽しみました。
　 本 物 の 竹 に 流 れ て く る 冷 た い そ う め ん や ミ ニ ト
マ ト を、子 ど も 達 は 歓 声 や 笑 い 声 を 上 げ な が ら、
楽しく味わっていました。
　 ス イ カ 割 り や ス ト ラ ッ ク ア ウ ト な ど も 行 わ れ、
大 人 も い っ し ょ に 賑 や か な 一 日 と な り、参 加 者 同
士の交流も深まりました。

９/ 13 　びらとりふれあい子ども食堂９/ 13 　びらとりふれあい子ども食堂

　 町 内 の 林 業 振 興 に 関 す る 事 業 を 推 進 す る 平 取 町
林 業 振 興 対 策 協 議 会 は、伐 採 作 業 を は じ め と す る 森
林 施 業 中 の 事 故 が 起 き て い る こ と か ら、労 働 災 害 を
防 ぐ た め に、林 業 に 従 事 す る 事 業 体 を 対 象 に 労 働 安
全衛生を確認する安全研修会を開催しました。
　 講 演 は、「 林 業 事 故 発 生 時 の 緊 急 対 応 に つ い て 」
で は 日 高 西 部 消 防 組 合 平 取 消 防 署、「 伐 木 作 業 を 進
め る に あ た っ て 」に は 林 業・木 材 製 造 業 労 働 災 害 防
止 協 会 よ り 講 師 を 招 い て、緊 急 時 の 通 報 手 段 や 応 急
手 当 の 実 技、ま た チ ェ ー ン ソ ー マ ン の 心 構 え な ど、
万 一 の 災 害 に 備 え、日 常 的 な 安 全 対 策 を 再 確 認 し て
いました。

88広報びらとり広報びらとり 2025.9・10

　 戦 後80 年 と な る 今 年、先 の 大 戦 に お い て 亡 く な
ら れ た 方 々 を 追 悼 し、平 和 を 祈 念 す る 戦 没 者 追 悼 式
が、９ 月 ５ 日 ㈮ に ふ れ あ い セ ン タ ー び ら と り で 挙 行
さ れ、遺 族 と 関 係 者 が 参 列 し て 献 花 を 行 い、戦 没 者
の御霊に黙祷を捧げました。
　 長 期 化 す る ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 や イ ス ラ エ
ル に よ る パ レ ス チ ナ 自 治 区 ガ ザ 地 区 へ 攻 撃 な ど、今
な お 紛 争 が 絶 え な い 世 界 に あ っ て、再 び 戦 争 の 惨 禍
を繰り返さないよう、恒久平和を願いました。

９/ ５　戦没者追悼式９/ ５　戦没者追悼式

９/ ２～３　日本女子大学連携協定事業９/ ２～３　日本女子大学連携協定事業

　 第 3 6 回 ふ れ あ い 広 場 が 、８ 月30 日 ㈯ に ふ れ あ い
セ ン タ ー び ら と り で 開 催 さ れ ま し た。ボ ラ ン テ ィ ア
に よ る「 ふ れ あ い シ ョ ッ プ 」、足 の 計 測 や ネ イ ル ケ
ア な ど の 健 康 相 談 コ ー ナ ー の ほ か 、か き 氷 や ヨ ー
ヨ ー す く い で は 、町 内 の 福 祉 施 設 で 働 く 外 国 人 特 定
技 能 生 も ボ ラ ン テ ィ ア と し て 参 加 し、訪 れ た 町 民 や
スタッフとも交流を深めていました。
　 ス テ ー ジ の 最 後 は、東 京 音 楽 大 学 の 学 生 サ ッ ク ス
カ ル テ ッ ト セ ク ゼ ラ ス が 登 場 し、プ ロ 級 の 見 事 な
演 奏 に 大 き な 拍 手 と 歓 声 が 上 が り、元 気 に な る ふ れ
あいの一日を締めくくりました。

８/ 30　第 36 回 ふれあい広場８/ 30　第 36 回 ふれあい広場

８/ 24　第 56 回 チ８/ 24　第 56 回 チㇷ゚ㇷ゚サンケサンケ

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば

　チㇷ゚（舟）サンケ（下ろす）が、８月24 日㈰に二風
谷 コ タ ン お よ び 周 辺 施 設 等 で 開 催 さ れ、道 内 外 か ら
約500 名 が 訪 れ、ア イ ヌ 文 化 の 伝 統 行 事 を 楽 し み ま
した。
　 二 風 谷 コ タ ン の チ セ で カ ム イ ノ ミ（ 神 へ の 祈 り ）
が 行 わ れ、ア イ ヌ 古 式 舞 踊 と 続 き、進 水 の 儀 式 の 後、
川 下 り が 始 ま り ま す。二 風 谷 ダ ム 下 流 の 会 場 で 行 わ
れ、参 加 者 は 和 舟 の チ ャ ラ セ や 丸 木 舟 に 乗 り、沙 流
川 の 自 然 と と も 息 づ く ア イ ヌ 文 化 の 伝 承 に 触 れ る
一日でした。

　 子 ど も の 幼 児 期 の 健 康 に 関 す る 教 育 研 究 に 取 り
組 む 日 本 女 子 大 学 児 童 学 科 の 学 生10 名 が、バ チ
ラ ー 保 育 園 と 二 風 谷 保 育 所 を 訪 れ、子 ど も の 運 動 支
援 の 活 動 を 行 い ま し た。こ の 取 り 組 み は、日 高 町 村
会 が 同 大 学 と 連 携 し、地 域 の 活 性 化、持 続 可 能 性 を
高めることを目的に、毎年管内各町で実 施しています。
　 学 生 た ち が 作 っ た「 お さ か な パ ラ ダ イ ス 」の 曲 に
あ わ せ、子 ど も た ち は か ら だ を 動 か し な が ら 遊 ぶ 体
験を元気よく楽しんでいました。
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　　令和７年度沙流川歴史館特別展令和７年度沙流川歴史館特別展

　　　　　　未来に残そう大切な樹木未来に残そう大切な樹木
　　　　保存樹と推しの木　　　　保存樹と推しの木

町指定保存樹やまちの名木を紹介町指定保存樹やまちの名木を紹介

　　　　  と　き　10 月７日〜11 月30 日　　　　  と　き　10 月７日〜11 月30 日

 ところ　沙流川歴史館企画展示室 ところ　沙流川歴史館企画展示室

集められたゴミが処理される工程を聞く

【４年生社会科見学】

火事や救急の通報の仕組みを聞く

トマトの選別作業の流れを聞く

トマト農家（荷菜・大崎 氏) の説明を聞く

【３年生社会科見学】

　 令 和 ７ 年 度 平 取 町 教 育 活 動 事 業 の 一 つ で あ
る、小 学 校 ３ 年 生、４ 年 生 を 対 象 と し た 町 内 社 会
科 見 学 が、９ 月 ３ 日 ㈬ と ９ 日 ㈫ に そ れ ぞ れ 実 施
さ れ ま し た。毎 年 実 施 し て い る こ の 事 業 は、子 ど
も 達 に と っ て 楽 し み な 行 事 で あ り、ま た、町 内 の
小 学 校 児 童 の 交 流 の 機 会 に も な っ て い ま す。社
会 科 副 読 本「 び ら と り 」に 掲 載 さ れ て い る 平 取
町 の 施 設 等 を 見 学 し、平 取 町 で 働 く 人 々 の 仕 事
の内容や仕組みについて学習します。
　 ３ 年 生 は、ト マ ト 農 家 と 消 防 署、今 年 は ト マ ト
の選果場も見学させていただきました。
　 ４ 年 生 は、平 取 町 外 ２ 町 衛 生 施 設 組 合 と 最 終
ごみ処分場、開拓財産展示施設を見学しました。
　 今 年 は 天 候 に も 恵 ま れ、担 当 の 方 々 か ら 丁 寧
で 興 味 深 い 説 明 を し て い た だ き、子 ど も 達 も 意
欲 的 に 参 加 し て い ま し た。実 際 に 見 る こ と の で
き る 体 験 学 習 は、子 ど も 達 に と っ て 本 当 に 貴 重
な 学 び の 場 と な り ま す。お 忙 し い と こ ろ、子 ど も
達 の た め に 対 応 し て く だ さ っ た 方 々 に、改 め て
感謝いたします。

小学校３・４年生町内社会科見学小学校３・４年生町内社会科見学

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
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全校合唱　「大切なもの」3 年生集合写真

※壁新聞、壁画、合唱は
　 各学年リンクさせて
　 います。

【壁 新 聞】　　1 年生…「勇猛果敢」　2 年生…「共鳴友楽」　3 年生…「牙城」

【壁画・合唱】   1 年生…「旅立ちの時 As ian  Dream Song」

　　　　　　　2 年生…「風になる」

　　　　　　　3 年生…「HEIWA の鐘」

【演　 劇】　　 1 年生…「喫茶店DE 強盗」

　　　　　　　2 年生…「お姫様を笑わせろ!」

　　　　　　　3 年生…「ハロウィンゴーストスクランブル」

《平取中学校　学校祭》　年間テーマ「新風（ア ニュー ウィンド)」

演劇…「再教育」の様子から全校合唱Ⅰ  「小さな恋の歌」
全校合唱Ⅱ  「正 解」

《振内中学校 文化祭》　全校スローガン「青春爆発〜仲間と結んだ絆」

　 ９ 月12 日 ㈮ に 振 内 中 学 校 文 化 祭、９ 月19 日 ㈮ に 平 取 中 学 校 学 校 祭 が 行 わ れ ま し た。
今年度は、２校とも金曜日に実施されましたが、多くの保護者や地域の方々が参観され、
生 徒 も 日 頃 の 取 り 組 み の 成 果 を 十 分 に 発 揮 し、熱 の こ も っ た パ フ ォ ー マ ン ス を 披 露 し て
いました。
　 当 日 は、演 劇 や 合 唱 が 発 表 さ れ、壁 新 聞、壁 画 等、テ ー マ に 合 わ せ て 創 作 し た 作 品 も 会
場に展示されました。また、書写や家庭科等、日常の授業の成果も展示されていました。
　 取 り 組 み を 通 し て 培 っ た 創 造 力 や 協 働 す る 力 等 を 今 後 の 学 校 生 活 の 中 で さ ら に 伸 ば
し、成長につなげて欲しいと願っています。

中学校文化祭 ・学校祭中学校文化祭 ・学校祭〜〜表現と芸術の追究表現と芸術の追究
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　　振内中学校　地域からのご支援に感謝　　振内中学校　地域からのご支援に感謝

　二風谷小学校　運動会「ホリッパアン ロ」( 踊りましょう）　二風谷小学校　運動会「ホリッパアン ロ」( 踊りましょう）

　 子 ど も た ち に と っ て も 地 域 の 皆 さ ん
と 分 か ち 合 っ た 感 動 と 喜 び は 素 敵 な 思
い 出 と な り ま し た。ぜ ひ、今 後 も 続 け て
いけたらうれしいです。
　 ご 協 力 い た だ い た 地 域 の 皆 様、あ り
がとうございました。

　 今 年 も 地 域 と 学 校 が 一 体 と な っ た 和 や か
な運動会が開催されました。
　 昨 年 に 引 き 続 き、全 児 童 と 教 職 員 が ア イ ヌ
文 様 を 施 し た 伝 統 衣 装 を 身 に ま と い、地 域 の
方 々 と 一 緒 に な っ て ア イ ヌ の 踊 り を 踊 り ま
し た。子 ど も か ら 大 人 ま で、世 代 を 超 え て 一
つ の 輪 と な り、心 を 一 つ に し て 踊 る 姿 は、伝
統 文 化 を 次 世 代 へ と つ な ぐ 素 晴 ら し い 機 会
にもなったのではないかと思います。

　　平取町コミュニティ・スクールレター

　　　地域と学校、びらとりのみらい   

　 前 年 度 よ り 振 内 中 学 校 は、１ 年 生 と ２ 年 生 が １ つ の 教 室 で 生 活 す る 複 式 の 中 学 校 と
な っ て い ま す。教 職 員 数 の 減 少 に 伴 い、学 校 行 事 や 環 境 整 備 が 難 し く な る こ と が あ り
ま した。複 式化になる際に導入した『地域人材バンク』では、花壇整備や体育大会役員、
柔 道 の 授 業 支 援 な ど、地 域 の 方 の 専 門 性 を 生 か し て、学 校 の 教 育 活 動 を 支 え て い た だ
い ています。
　 ま た 、門 別 警 察 署 お よ び 振 内 駐 在 所 と 連 携 し て 、不 審 者 の 校 内 侵 入 を 想 定 し た 防 犯
教 室 を 実 施 し ま し た。地 域 と 共 に あ る 開 か れ た 学 校 を 目 指 し、子 ど も た ち の 成 長 の た
め に教育活動推進していきます。
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　９月12 日㈮に第１回公民館講座「星空か
ん さ つ 会 土 星 と 秋 の 星 空 を 見 て み よ う！」
を 実 施 し ま し た 。苫 小 牧 市 科 学 セ ン タ ー の
専 門 家 を お 招 き し 、前 半 は 土 星 を 含 む 惑 星
や 星 座 の 話 、後 半 は 外 に 出 て 天 体 望 遠 鏡 を
使って観察を行いました。
　 設 置 し て い た だ い た 天 体 望 遠 鏡 を の ぞ く
と 、土 星 の 輪 ま で は っ き り と 見 る こ と が で
き ま し た。参 加 者 は、何 度 も 望 遠 鏡 を の ぞ い
た り 、ス マ ホ を 望 遠 鏡 に あ て て 写 真 を 撮 ろ
う と 試 み た り、そ れ ぞ れ の 時 間 を 楽 し み ま
し た。夜 空 を 見 上 げ て い る と、動 い て い る 光
があり「あれはＩＳＳ（国際宇宙ステーショ
ン）ですね」と講師が教えてくれました。
　 観 察 会 の 最 後 に は 、少 し 雲 が 出 て き て し
ま い ま し た が、「 ゆ っ く り と 星 を 見 る 機 会 が
な か っ た の で 楽 し め ま し た 」「 望 遠 鏡 や 双 眼
鏡 で 、肉 眼 で は 見 ら れ な い 星 や 土 星 の 輪 な
ど が 見 ら れ て 楽 し か っ た 」な ど の 声 が 聞 か
れ、盛況の星空観察会となりました。

第１回公民館講座　星空かんさつ会第１回公民館講座　星空かんさつ会

　９月２日㈫に中央公民館で教育委員会主催の児童・生徒芸術劇場（小学生・中学生の
部 ）を 開 催 し ま し た。株 式 会 社 フ ァ ッ ト 劇 団 民 話 芸 術 座 に よ る 民 話 劇「 鬼 の 小 づ ち 」の
演 劇 公 演 を 午 前 は 小 学 生、午 後 は 中 学 生 が 鑑 賞 し ま し た 。ダ ン ス や ア ク シ ョ ン シ ー ン、
怖 い 場 面 も あ り つ つ、笑 え る 場 面 や 感 動 的 な 場 面 が バ ラ ン ス よ く 盛 り 込 ま れ、75 分 間 が
あっという間に感じたと感想が飛び交っていました。
　 劇 団 員 ６ 名 で 鬼 役 と 人 間 役 の 計11 名 を 演 じ 分 け る 演 技 力 に 児 童・生 徒 か ら は「 演 じ
て い る 人 が ６ 人 だ け と は 思 わ な か っ た。」と 驚 き の 声 が 上 が っ て い ま し た。演 技 力 も さ
る こ と な が ら、照 明、背 景、小 道 具 の 舞 台 芸 術 や 会 場 の 後 方 ま で は っ き り と 聞 こ え る 声
量等が、学習発表会や学校祭前の子ども達にとって良い刺激となりました。

児童・生徒芸術劇場（小学生・中学生の部）児童・生徒芸術劇場（小学生・中学生の部）

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
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保健福祉課からのお知らせ保健福祉課からのお知らせ

すこやかだよりすこやかだより
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　役場関係
　電話番号

平取町役場      
総務課 （代表）  
まちづくり課 
アイヌ施策推進課

観光商工課
産業課              
農業委員会・土地改良区

税務課              
出納室              
建設水道課       
議会事務局       
                          
ふれあいセンターびらとり
                                                   
町民課

保健福祉課
保健推進係・子育て支援係
                           
介護支援係・介護保険係
                                         
児童館                
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戸籍の窓口戸籍の窓口

（前月比）

人　口 4,434 人 （ △ 4人）

男 2,192 人 （   3 人）

女 2,242 人 （ △ 7 人）

世帯数 2,437 世帯 （△ 2世帯）

※令和７年９月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数

 令和７年８月寄附件数・寄附金額

　　1,636 件　29，334，503 円

 令和７年９月寄附件数・寄附金額

　　4,860 件　93，701，100 円

 令和７年度累計

　　（４月１日～９月30 日まで）

　10,402 件  196 ,920 ,003 円

ふるさと納税寄附ふるさと納税寄附


